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広
報

1月11日、上野原中学校グラウンドで、平成27
年上野原市消防団出初式が行われました。
当日は、消防活動尽力者への表彰が行われた後、

甲東分団によるポンプ車操法が行われ、日ごろの訓
練の成果を披露しました。

●平成27年上野原市消防団出初式
12月21日、桂川河川敷周回コースで、第10回上

野原市駅伝競走大会（小学生の部）が行われました。
当日は、23チーム、１８４名の市内小学生が参加し、

保護者や地域のみなさんの大きな声援を受けながら、全
力でタスキを繋ぎました。

●第10回上野原市駅伝競走大会（小学生の部）

12月 22日、市役所で、上野原市交通指導員感謝状
贈呈式が行われました。これは、長年にわたり市内の交
通安全教育の推進に寄与したことに対して、交通指導員
の佐々木次郎さんと中村勉さん（左２人目）、志村梅造さ
ん（右２人目）に江口市長から感謝状が贈呈されました。

●上野原市交通指導員感謝状贈呈式
1月11日・12日、もみじホール２階で上野原書

道会新春書作品展が行われました。
会場には、上野原書道会の会員の作品が展示されま

した。また、市文化協会華道部の協力により生け花も
展示され、会場に花を添えました。

●上野原書道会新春書作品展

●地域の話題をお寄せください。
　企画課政策推進担当   電話 62-3118

今月号の表紙　

上野原市 市制施行10周年記念
今月号の表紙は、上野原市の誕生と同じ日（2月 13日）に生まれた山

やまだももか
田百花さん（上野原

地区）にモデルをお願いしました。また、誕生日ケーキは、市内のケーキ屋さんにお願いして
作ってもらいました。ありがとうございました。　市は、2月 13日で合併から 10年を迎え
ます。私は、10年前というと県立ゆずりはら青少年自然の里に所属していました。そのころ
関わった子どもたちは、すでに成人を迎えています。先日もそうですが、広報担当として成人
式を取材すると、この子どもたちの成長に驚かされます。それに比べて自分はどうかと考える
と・・・・・。市制施行 10周年は、自分自身を見つめ直すいい機会になりそうです。（大神田）

編集後記人口と世帯
※人口および世帯数は、外国人登録者を含みます。

人口 ● 25,165 人 （− 36）
男 ● 12,564 人 （− 12）
女 ● 12,601 人 （− 24）

世帯 ● 10,007 世帯（−  1）
平成 27 年 1 月 1 日現在

（　）内は前月比

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、
植物性インキを使用しています。 広報うえのはら　No.120     32

広報うえのはら

2Public

うえのはら

No.120
2015年

■ 広報Public Relations

Relations

～頑張るあなたを応援する情報誌～　

広報
うえのはら

上野原市
〜 市制施行 10 周年記念号 〜

　
   

  2
月13日は、私も、　　　　　　　  上野原市も誕生日



3      広報うえのはら　平成 27 年 2 月号　　　　　 広報うえのはら　No.120    2

平成17年2月13日、上野原町と秋山村の
合併により、上野原市が

誕生しました。
あれから 10 年、記念すべき節目の年を

迎えた上野原市の誕生から
これまでの歩みを、

振り返ります。

特集
市制施行 10周年記念

これまでの歩み
これからの上野原市

特集　市制施行10周年記念
これまでの歩み　これからの上野原市
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合併から 10 年の主なあゆみを写真と年表で振り返ります。
みなさんは、どのような時間を過ごしてきたでしょうか。

平成18年（2006 年）

未来へ
10 年のあゆみ

平成17年2月13日

2005 年
（平成 17 年 2 月 13 日〜 )

2006 年
（平成 18 年）

2007 年
（平成 19 年）

2008 年
（平成 20 年）

2009 年
（平成 21 年）

2010 年
（平成 22 年）

2011 年
（平成 23 年）

2012 年
（平成 24 年）

2013 年
（平成 25 年）

2014 年
（平成 26 年）

◆ 

東
日
本
大
震
災
被
災
地（
気
仙
沼
市
）に
市
消
防
職 

    

員
派
遣　
3
月

◆ 

上
野
原
西
小
学
校
開
校　
4
月

◆ 

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
実
証
運
行
開
始　
10
月

◆ 

新
天
神
ト
ン
ネ
ル
供
用
開
始　
2
月

◆ 

せ
い
だ
の
た
ま
じ
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
前

「
た
ま
じ
ま
る
」
に
命
名　
7
月

◆ 

気
仙
沼
市
児
童
生
徒
受
入
事
業
実
施　
8
月

◆ 

上
野
原
市
立
病
院
落
成
記
念
式
典
実
施　
9
月

◆ 

上
野
原
市
観
光
大
使
に
降
矢
組
人
氏（
洋
画
家
）、

    

河
内
成
幸
氏（
版
画
家
）
就
任　
11
月

◆ 

市
長
選
挙
執
行　
江
口
英
雄
氏
再
選　
3
月

◆ 

国
民
文
化
祭
じ
ょ
い
そ
ー
ら
ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

    

開
催　
4
月

◆ （
仮
称
）
談
合
坂
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

    

事
業
化
決
定　
6
月

◆ 

第
1
回
八
重
山
ト
レ
イ
ル
レ
ー
ス
開
催　
6
月

◆ 

東
京
都
狛
江
市
・
小
菅
村
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定

    

締
結　
7
月

◆ 

記
録
的
な
大
雪
に
よ
る
災
害
対
策
本
部
設
置　
2
月

◆ 

巌
保
育
所
完
成
、
施
設
内
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

    

併
設　
4
月

◆ 

上
野
原
市
中
央
防
災
公
園
一
般
開
放　
8
月

◆ 

上
野
原
市
誕
生　
2
月

◆ 

市
長
選
挙
執
行　
初
代
市
長
に
奈
良
明
彦
氏
当
選　

　

 

3
月

◆ 

第
1
回
上
野
原
市
体
育
祭
り
開
催　
6
月

◆ 

上
野
原
市
赤
十
字
奉
仕
団
結
団
式　
7
月

◆ 

市
章
、
市
の
花「
リ
ン
ド
ウ
」、
木「
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
」、  

    

鳥「
ウ
グ
イ
ス
」制
定　
10
月

◆ 

第
1
回
上
野
原
市
駅
伝
競
走
大
会
開
催　
1
月

◆ 

上
野
原
市
文
化
協
会
発
足　
5
月

◆ 

田
野
入
ト
ン
ネ
ル
開
通
式
実
施　
8
月

◆ 

上
野
原
市
民
憲
章
を
制
定　
3
月

◆ 

第
1
次
上
野
原
市
長
期
総
合
計
画
策
定　
4
月

◆ 

上
野
原
大
ケ
ヤ
キ
樹
勢
回
復
事
業
開
始　
9
月

◆ 

八
重
山
展
望
台
完
成　
3
月

◆ 

指
定
管
理
者（
社
）地
域
医
療
振
興
協
会
に
よ
る 

    

市
立
病
院
の
管
理
運
営
開
始　
10
月

◆ 

市
長
選
挙
執
行　
江
口
英
雄
氏
当
選　
3
月

◆ 

上
野
原
西
中
学
校
開
校　
4
月

◆ 

や
ま
な
し
上
野
原
桜
井
フ
ァ
ー
ム
開
始　
11
月

◆ 

中
学
3
年
生
ま
で
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
年

    

齢
拡
充　
1
月

◆ 

出
産
奨
励
祝
金
の
支
給
額
拡
充　
1
月

◆ 

四
方
津
駅
1
0
0
年
祭
開
催　
12
月

合併

平成17年

平成17年

平成18年

平成19年

平成20年

平成21年

平成22年

平成23年

平成24年平成25年

平成26年

平成19年（2007 年）平成20 年（2008 年）平成21 年（2009 年）平成22 年（2010 年）平成23 年（2011 年）平成24 年（2012 年）平成25 年（2013 年）平成26 年（2014 年） 平成17 年（2005 年）

平成24年

特集　市制施行 10周年記念
これまでの歩み　これからの上野原市

市章と市の花「リンドウ」、木「ヤ
マモミジ」、鳥「ウグイス」制定

大ケヤキ樹勢回復事業開始上野原西中学校開校

上野原町と秋山村が合併し、上
野原市誕生

第 1 回上野原市駅伝競走大会
開催

八重山展望台完成

市民のみなさん待望の上野原市
立病院完成

巌保育所完成、施設内に子育て
支援センター併設

東日本大震災被災地の気仙沼市
に市消防職員派遣

四方津駅 100 年祭開催江口英雄氏上野原市長選挙当選
２期目始まる。

新天神トンネル供用開始
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想像   ⇒ 　 創造

　
姻
届
を
提
出
し
て
か
ら
10
年
。
今
で

　
は
2
人
の
子
ど
も
と
と
も
に
生
活
し

て
い
ま
す
。
こ
の
10
年
で
一
番
印
象
に
残

っ
て
い
る
こ
と
は
、
昨
年
の
大
雪
で
す
。

あ
の
時
、
足
を
骨
折
し
て
大
変
な
思
い
を

し
ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
時
に
気
づ
か
さ

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
日

常
の
生
活
は
、
多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
て

い
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
お
祭
り
や
商

工
会
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
多
く
の
方
が
協

力
し
て
盛
り
上
げ
ま
す
。
こ
の
支
え
合
い

や
人
と
の
つ
な
が
り
が
上
野
原
市
の
魅
力

な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
魅
力

を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
け
ば
、
よ
り
良
い
ま

ち
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
1
号
の
広
報
う
え
の
は

　
ら
に
掲
載
さ
れ
て
か
ら
あ

っ
と
い
う
間
の
10
年
で
し
た
。

今
で
は
、
10
歳
に
な
る
優

夢
と
2
人
目
の
晄
希
と
と
も

に
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

上
野
原
市
の
魅
力
は
、
自
然
の
な
か
で

子
育
て
が
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。
中
学
3

年
生
ま
で
の
医
療
費
が
無
料
だ
と
い
う
こ

と
も
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
、
上

野
原
駅
南
口
の
開
発
や
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
な
ど
、
上
野
原
市
も

大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
駅
周
辺
が
整
備
さ
れ
る

の
と
合
わ
せ
て
、
子
ど
も
が
い
つ
ま
で
も

夢
を
も
っ
て
生
活
で
き
る
環
境
を
整
え
て

い
け
ば
、
素
敵
な
ま
ち
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

上野原市出生届第１号

         は、５年前から空手を習っています。空手
        の試合を通じて、この 5 年間だけでも市内
にたくさんの友だちが増えました。友だちと過ご
す時間は、本当に楽しいです。上野原市の好きな
ところは、地域のみなさんを身近に感じられると
ころです。10 年、20 年後も地域のみなさんや友
だちとのつながりを感じられる上野原市であって
欲しいです。

市が歩んできた 10 年には、さまざまな出来事
がありました。ここでは、地域の魅力やこれか
らの上野原市に期待すること、また将来の夢な
どについて、市出生届、婚姻届第 1 号だった２
組の家族と市民のみなさんに話を聞きました。

合併後、初となる広報うえのはら（No.1）では、出
生届第１号の奈良清人さん、みどりさん、優夢さん
をコメント付きで紹介しました。

合併後、初となる広報うえのはら（No.1）では、午
前 0時に婚姻届を提出し、婚姻届第１号となった富田
拓也さん、佳子さんを紹介しました。

　　　野原市の好きなところは、自然豊かなと
　　  ころです。夏休みになれば、家の近くの川
や山で遊んでいます。この大好きな自然がいつま
でも残り続けて欲しいです。僕は、小学２年生の
時からサッカークラブに通っています。夢は、プ
ロのサッカー選手になることです。そして、プロ
のサッカー選手になって、上野原市の魅力を多くの
方に伝えて、上野原市を盛り上げていきたいです。

　　　は、この 10 年で印象に残っていることは、
　　　昨年の大雪です。あの時、知らない人とも
協力しながら雪かきをしました。本来、このよう
な人と人とのつながりが一番大切だと思います。
まだ上野原市には、この「つながり」があります。
この魅力を大切にしていくことこそ、これからの
上野原市を創造するには、重要なことなのだと思
います。

　　 は、韮崎高校に 3 年間通っていました。そ
　　  のときは、つらく感じることもありましたが、
地元の友だちの支えで乗り越えていくことができ
ました。そんな仲間が住む上野原市が大好きです。
将来は、柔道整復師の資格を取得し、地元に貢献
していきたいです。若者が地域のイベントに参加
していけば、もっと魅力的で楽しいまちになると
思います。

富
と み た

田拓
た く や

也さん・佳
よ し こ

子さん

大
だいすけ

介さん・純
じゅんぺい

平さん   （上野原地区）

佐
さ の

野開
か い と

冬 さん
（上野原地区）

小
お ま た

俣  晴
はる

 さん
（秋山地区）

井
いのうえ

上雄
ゆ う と

登 さん
（秋山地区）

田
た む ら

村文
ふみひこ

彦 さん
（上野原地区）

奈
な ら

良清
き よ と

人さん・みどりさん

優
ゆ う ゆ

夢さん・晄
こ う き

希さん　（上野原地区）

上野原市婚姻届第１号

婚第

interview 1 interview 2 interview 3 interview 4

interview interview 

imagination creation

私 私 上 私

特集　市制施行 10周年記念
これまでの歩み　これからの上野原市

広報うえのはら　No.120    6
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野
原
町
と
秋
山
村
が
合
併
し
て

　
10
年
。
こ
の
間
、
超
少
子
高
齢

社
会
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、

I
T
技
術
の
進
歩
な
ど
、
社
会
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。
県
内
で
も
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
の
事
業
化
や
富
士
山
の
世
界
文
化

遺
産
登
録
な
ど
、
将
来
の
山
梨
を
大

き
く
変
え
て
い
く
よ
う
な
出
来
事
も

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
な
か
、
市
で
は
、
上

野
原
市
立
病
院
や
消
防
庁
舎
の
建
設

を
は
じ
め
、
多
く
の
事
業
を
行
い
、

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
合
併
か
ら
10
年
、
今
年
は

記
念
す
べ
き
節
目
の
年
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
10
年
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か

ら
の
未
来
に
む
け
て
歩
み
だ
す
年
に

な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
市
で
は
、
上
野
原
駅
周

辺
整
備
や（
仮
称
）談
合
坂
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
設
置
、
上
野
原
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
ま
た
ハ
ー
ド
面

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
と
連
携
し
た

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や

子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
整
備
な

ど
、
ソ
フ
ト
面
の
充
実
に
も
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
、

住
ん
で
よ
か
っ
た
、
住
ん
で
み
た
い

と
思
う
ま
ち
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
上
野
原
市
は
進
ん
で
い
き
ま

す
。み

な
さ
ん
も
将
来
の
上
野
原
市
を

想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
他
に
は

な
い
上
野
原
市
だ
け
の
魅
力
を
探

し
、
新
し
い
上
野
原
市
を
創
造
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
上
野
原
市
の
発
展
と
さ

ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
、
と
も
に

歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

上野原市の発展とさらなる飛躍を目指して

こ
れ
か
ら
も

　

上こ

こ
野
原
市
で
、

　
　
　

と
も
に
暮
ら
す —

。

た
ま
じ
ま
る
の

ピ
ン
バ
ッ
チ

※式典の他にも、秋ごろに記念事業を企画・実施す
　る予定です。詳細が決まり次第、お知らせします。
※たまじまるをモチーフに「市制施
　行 10 周年」のロゴを盛り込んだ
　ピンバッチを作成します。
●問い合わせ　企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

【開催日】　5 月 17 日（日）
【場　所】　もみじホール
【内　容】　市政功労者表彰、小中学生の作文・絵画
　　　　　の発表・表彰、鼎

ていだん
談（降矢組人氏、河内

　　　　　成幸氏、市長）、降矢組人氏、河内成幸
　　　　　氏の作品と小中学生の作文、絵画の展示

上野原市 市制制施行 10 周年記念式典

上

特集　市制施行 10周年記念
これまでの歩み　これからの上野原市



　
成
27
年
上
野
原
市
成
人
式
が
１
月
11
日
、

　
も
み
じ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

の
新
成
人
は
3
1
1
人
（
男
性 

1
6
3
人
、

女
性
1
4
8
人
）
で
、
う
ち
出
席
し
た

2
4
9
人
が
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
、
羽は
お
り
は
か
ま

織
袴
な

ど
に
身
を
包
み
、
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。

今
年
の
成
人
式
は
、
12
名
の
成
人
式
実
行
委

員
が
昨
年
か
ら
準
備
を
進
め
、
式
前
日
に
は
、

リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
い
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
二
村
恭
平
さ
ん
と
山
下
友
里

さ
ん
が
司
会
進
行
役
を
務
め
、
成
人
式
実
行

委
員
長
の
佐
野
開
冬
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
や
中

村
綾
花
さ
ん
の
成
人
の
誓
い
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な

っ
た
先
生
方
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
上
映

や
景
品
の
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
お
お
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

新
成
人
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
、
希
望
に
満

ち
た
活
気
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。

平成27年

上野原市成人式　〜はたちのメッセージ〜

311 人の新成人のみなさん
成人おめでとう

平
■ 開催日　平成28年1月10日（日）
■ 会　場　もみじホール
■ 対象者　平成 7 年 4 月 2 日〜平成
                  8 年 4 月 1 日までに生ま
                れた方
※招待状は送付しません。該当する

方は、直接会場にお越しください。
● 問い合わせ　
    社会教育課社会教育担当
    （☎ 62-3409）

平成 28 年
上野原市成人式のお知らせ

上
野原
市成人式

上
野原
市成人式市制施行10周年記念祝賀

成人式実行委員のみなさんに、
成人としての決意と想いを聞きました。

広報うえのはら　No.120    1011      広報うえのはら　平成 27 年 2 月号　　　　　

平成27年

はたちのメッセージ
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《
山
梨
県
消
防
協
会
会
長
表
彰
》

【
甲
種
功
労
章
】

　
池
田　
修
、
奥
田
良
一
、
古
家
友
喜
、

　
宮
本
恒
夫
、
飯
島　
清

【
乙
種
功
労
章
】

　
長
谷
川
治
幸
、
富
田
正
和
、
平
塚
昌
紀
、　

　
清
水
貴
男
、
久
島
治
男
、
安
藤
誠
一
、

　
尾
形
公
芳
、
井
上
治
雄
、
小
俣
広
俊
、　

　
久
島
伸
仁
、
志
村
勝
巳
、
佐
藤
純
一
、

　
佐
藤
慎
也
、
加
藤
由
雄
、
河
野　
康
、　

　
由
村
芳
徳
、
加
藤
直
也
、
杉
本　
誠
、

　
石
井
敬
二
、
白
鳥
雄
二
、
鷹
取　
浩
、

　
橋
本
雄
香
、
夘
月
孝
一
、
奈
良
洋
治
、

　
杉
本
政
秋
、
小
笠
原
一
森
、
佐
藤　
誠
、

　
関
戸
広
延
、
加
藤
成
一
、
関
戸　
治
、

　
梶
原
宏
実

《
山
梨
県
消
防
協
会
東
部
支
部
長
定
例
表
彰
》

【
支
部
長
表
彰
】

　
富
田
正
和
、
浅
井
功
純
、
上
條　
覚
、

　
鈴
木
伊
博
、
竹
谷　
忠
、
溝
呂
木
要
、

　
溝
呂
木
克
人
、
花
本
康
弘
、
山
口
佳
胤
、

　
水
越
智
徳
、
石
井
一
也
、
菊
地
義
則
、

　
小
俣
陽
介
、
内
藤
秀
紀
、
高
橋　
実
、

　
氏
家
芳
生
、
志
村　
剛
、
山
本
仁
洋
、

　
白
鳥
里
志
、
土
屋
啓
一
、
佐
渡
忠
行
、

　
横
瀬
雅
晴
、
岡
部
清
近
、
奈
良
庄
一
、

　
小
俣
和
利
、
佐
藤
英
樹
、
天
野
栄
一
、

　
天
野
要
吉
、
天
野
正
男
、
小
俣
智
明
、

　
白
鳥
勝
晴

《
富
士・東
部
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
表
彰
》

【
所
長
表
彰
】

　
小
俣
茂
徳
、
和
智
光
幸
、
水
越
雅
秋
、

　
内
藤　
昇
、
山
口
幸
平
、
武
原
清
正
、

　
奈
良
善
信
、
清
水
英
雄
、
関
戸
勝
夫

《
上
野
原
警
察
署
長
・

防
犯
協
会
上
野
原
支
部
長
表
彰
》

【
防
犯
功
労
者
表
彰
】

　
坂
本　
修
、
溝
呂
木
勉
、
戸
田
昌
之
、

　
久
島
俊
明
、
志
村
直
人
、
志
村
侑
樹
、

　
志
村
和
也
、
石
井
貴
博
、
尾
形
幸
洋
、

　
山
口
秀
俊
、
足
立
祐
一
、
上
森
貴
文
、

　
山
口　
潤
、
臼
井
正
文
、
鈴
木
丈
文
、

　
飯
塚
宣
裕
、
尾
形　
到
、
網
野
安
義
、

　
髙
橋
善
彦
、
佐
渡
修
一
、
舩
木　

、

　
藤
本
初
雄
、
加
藤
正
樹
、
原
田　
豊
、

　
佐
藤
文
彦
、
高
井
詳
司
、
関
戸　
謹
、

　
外
川
民
夫

《
上
野
原
市
長
表
彰
》

【
特
別
功
労
章
】

　
福
島
一
美
、
長
田
秋
男

【
功
労
章
】

　
大
谷
時
男
、
富
田
明
徳
、
一
ノ
宮
只
欣
、

　
宮
本
恒
夫
、
安
藤
英
和
、
中
島　
登
、

　
内
藤
栄
三
、
山
口
幸
平
、
小
山
達
也
、

　
山
下
勝
俊
、
志
村
行
秀
、
鷹
取
将
次
、

　
中
村
和
好
、
石
井
啓
志
、
長
田
岩
利
、

　
山
口
早
戸
、
舩
木　
豊
、
奈
良
吉
雄
、

　
横
瀬
孝
喜
、
横
瀬
雄
一
、
上
野
清
彦
、

　
小
俣
克
人
、
平
賀　
透
、
関
戸
治
彦

【
勤
続
章
】

　
福
島
一
美
、
水
越
光
哉
、
上
條
友
義
、

　
水
野
成
仁
、
小
俣　
純
、
小
俣
泰
志
、

　
長
尾　
優
、
小
俣
弘
之
、
水
越
克
仁
、

　
久
島
美
紀
夫
、
水
越
雅
秋
、
中
村
義
明
、

　
中
村
智
哲
、
臼
井
克
行
、
志
村
勝
巳
、

　
山
嵜　
隆
、
安
井
和
雅
、
小
鷹
一
夫
、

　
飯
島
正
登
、
河
内
義
幸
、
山
口
光
彦
、

　
木
口
哲
良
、
河
野　
康
、
小
澤
泰
宏
、

　
水
越
喜
雄
、
福
嶋
孝
洋
、
久
島
一
浩
、

　
加
藤
直
也
、
杉
本
和
幸
、
清
水
英
雄
、

　
石
井
敬
二
、
黑
田
義
巳
、
石
井
健
一
、

　
石
井
義
英
、
岡
部
英
幸
、
山
口
和
重
、

　
佐
渡
伸
司
、
石
井
博
明
、
岡
田
隆
則
、

　
長
田
菊
一
郎
、
長
田
英
富
、
宇
津
木
誉
平
、

　
岡
部
広
明
、
橋
本
雄
香
、
杉
本
政
秋
、

　
小
笠
原
一
森
、
加
藤
成
一
、
天
野
威
博
、

　
原
田　
勉
、
関
戸　
治

《
上
野
原
市
消
防
団
長
表
彰
》

【
精
勤
章
】

　
伊
藤　
元
、
尾
形
和
也
、
志
村
和
也
、

　
志
村
侑
樹
、
網
野
勝
文
、
市
川
正
人
、

　
吉
原
裕
貴
、
矢
野
太
智
、
菊
池
邦
広
、

　
梶
原
康
行
、
降
矢
啓
二
、
久
田
真
弘
、

　
小
幡
真
史
、
高
橋
伸
二
、
鈴
木
丈
文
、

　
米
山
和
秀
、
中
島
正
人
、
鷹
取
偉
賢
、

　
秦
野
義
忠
、
舩
木　

、
天
野
貴
行
、

　
関
戸
正
夫

【
優
良
機
械
器
具
整
備
表
彰
】

　
大
目
分
団
第
3
部
、
甲
東
分
団
第
1
部
、

　
巌
分
団
第
6
部
、
大
鶴
分
団
第
1
部
、

　
島
田
分
団
第
1
部
、
上
野
原
分
団
第
4
部
、

　
棡
原
分
団
第
8
部
、
西
原
分
団
第
1
部
、

　
秋
山
第
一
分
団
第
1
部
無
生
野
班
、

　
秋
山
第
二
分
団
第
1
部
小
和
田
班

●
問
い
合
わ
せ　
消
防
総
務
課
庶
務
担
当

（
☎
62
︱
4
1
1
1
）

平成 27 年
上野原市消防団出初式
　上野原市消防団出初式が１月11日、上野原中学校グラウンドを
会場に行われました。これは、団員の士気高揚と消防技術の向上
を目的に、市と消防団が共催で毎年実施しているもので、今年は
消防団員 379人が参加しました。式典では、長年にわたり消防団
として活躍している方に各種表彰が行われました。

受章者（敬称略）

大会結果

第
10
回

上
野
原
市
駅
伝
競
走
大
会

第
10
回
上
野
原
市
駅
伝
競
走
大
会
が
、

12
月
21
日（
日
）
に
開
催
さ
れ
、
計

1
0
6
チ
ー
ム
が
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
一
般
の
部
》

　
①
帝
京
科
学
大
学　
1
時
間
10
分
01
秒

　
②
山
梨
大
学　
１
時
間
10
分
15
秒

　
③
山
梨
学
院
大
学　
1
時
間
12
分
19
秒

《
市
内
体
協
の
部
》

　
①
上
野
原
中
部
体
育
会
A　
1
時
間
19
分
06
秒

　
②
島
田
体
育
会　
1
時
間
29
分
23
秒

　
③
東
部
体
育
会　
1
時
間
30
分
51
秒

《
市
内
職
場
の
部
》

　
①
石
垣
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
B　
1
時
間
19
分
54
秒

　
②
上
野
原
市
消
防
署
A　
1
時
間
30
分
40
秒

　
③
明
誠
エ
ス
カ
ル
ゴ　
1
時
間
33
分
54
秒

《
市
内
壮
年
の
部
》

　
①
甲
東
体
育
会　
1
時
間
21
分
23
秒

　
②
巌
体
育
会　
1
時
間
23
分
47
秒

　
③
ゆ
ず
り
は
ら　
1
時
間
41
分
53
秒

《
中
学
男
子
の
部
》

　
①
上
野
原
中
A　
1
時
間
17
分
06
秒

　
②
上
野
原
市
立
上
野
原
西
中
学
校
A　
1
時
間
22
分
01
秒

　
③
上
野
原
中
B　
1
時
間
22
分
10
秒

《
中
学
女
子
の
部
》

　
①
大
月
東
中
学
校　
1
時
間
30
分
01
秒

　
②
上
野
原
中
A　
1
時
間
35
分
02
秒

　
③
上
野
原
中
B　
1
時
間
42
分
30
秒

《
市
内
小
学
男
子
の
部
》

　
①
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
Ｆ
Ｃ
・
ブ
ル
ー　
27
分
09
秒

　
②
上
野
原
ア
ル
テ
ア
ル
J
F
C　
A　
28
分
20
秒

　
③
上
野
原
ゼ
ル
コ
ウ
バ
A　
28
分
38
秒

《
市
内
小
学
女
子
の
部
》

　

①
上
野
原
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　
32
分
08
秒

   

②
U.
F.
C.
D
R
E
A
M
ガ
ー
ル
ズ　
35
分
29
秒

①牛倉神社前を一斉にスタートする 1区の走者たち、②選手宣誓をする鳴
なるみきよのり

海清徳くん（リ
ヴィエール FC）、③ゴール直前で競い合う小学生の部の選手たち、④第 1中継所でタス
キを繋ぐ選手たち、⑤ 1位でゴールテープを切るリヴィエール FC・ブルーの選手、⑥全
力を出し切る選手、⑦タスキを外しラストスパートをかける選手、⑧第 4中継所で無事
にタスキを繋ぐ選手たち、⑨ゴールテープをきるアンカーの選手

① ②

③

④ ⑤

⑥

⑦ ⑧ ⑨
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桂川の景観

風
景
づ
く
り
市
民
懇
談
会
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
素
案
作
成
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

景
観
計
画
決
定

▲▲

「
上
野
原
市
景
観
計
画
」を

策
定
し
ま
す

《
計
画
策
定
の
手
順
》

景
観
は
、
近
く
か
ら
遠
く
ま
で
の
眺

め
が
重
な
り
合
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
こ
に
は
私
有
地
、
公
共

用
地
な
ど
の
区
別
が
あ
り
ま
せ
ん
。
良

上
野
原
市
ら
し
い
景
観
を
守
り
、
創
り
、
育
て
て
い
く
た
め
に

い
景
観
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
市
民
と
行

政
と
が
そ
れ
ぞ
れ
に
景
観
形
成
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

こ
の
た
め
、
景
観
計
画
の
策
定
に
は
、

上
で
示
し
た
よ
う
な
手
順
で
進
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
平
成
28
年
度
ま
で
に
原
案

の
検
討
を
行
い
、
平
成
29
年
度
中
の
計
画

策
定
を
目
指
し
ま
す
。

《
風
景
づ
く
り
市
民
懇
談
会
》

景
観
計
画
に
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

意
見
や
提
案
を
反
映
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
市
で
は
、
景
観
の
将
来

像
や
方
向
性
な
ど
を
ま
と
め
て
い
く
「
風

景
づ
く
り
市
民
懇
談
会
」
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
下
で
示
し
た
募
集
内
容
の
と
お

り
、
こ
の
懇
談
会
の
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

※
「
風
景
づ
く
り
市
民
懇
談
会
」
は
、
メ

ン
バ
ー
が
公
平
な
立
場
で
協
働
作
業
を

行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
手
法
で

進
め
て
い
き
ま
す
。

市
で
は
、市
内
の
優
れ
た
自
然
景
観
、歴
史
文
化
的
景
観
、

活
気
あ
る
都
市
景
観
な
ど
を
市
民
共
有
の
か
け
が
え
の

な
い
財
産
と
し
て
守
り
育
て
る
と
と
も
に
、
新
た
な
魅

力
あ
る
景
観
を
創
造
し
、
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
た

め
、「
上
野
原
市
景
観
計
画
」
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
者　
市
内
在
住
の
満
18
歳
以
上

の
方
で
風
景
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る

方
▼
募
集
人
数　
30
名
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。

▼
開
催
日
時　
４
月
〜
11
月
で
平
日
の

午
後
７
時
30
分
〜
9
時
30
分
の
計
６

回
程
度
（
予
定
）

▼
申
込
期
限　
２
月
27
日（
金
）

▼
申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
名
前
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
都
市
計
画

課
計
画
担
当
（
☎
62

−

3
1
9
1
）

（
F
A
X
62

−

1
0
8
6
）

「
風
景
づ
く
り
市
民
懇
談
会
」

メ
ン
バ
ー
募
集

■ 

新
消
防
庁
舎

新
消
防
庁
舎
や
施
設
内
の
特
徴

は
、
庁
舎
東
側
の
広
場
を
職
員
の

訓
練
や
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
利
用
で
き
る
ほ
か
、
緊
急
時

に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
防
災
ヘ
リ
な

ど
の
離
着
陸
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
職
員

の
訓
練
が
可
能
な
訓
練
棟
や
屋
上

に
設
置
し
た
太
陽
光
発
電
設
備
も

特
徴
の
一
つ
で
す
。

■ 

1
1
9
番
通
報
の

　
　
　
　
　
受
付
場
所
変
更

都
留
市
、
大
月
市
、
上
野
原
市

消
防
指
令
事
務
協
議
会
で
は
、
平

成
27
年
4
月
の
運
用
開
始
を
目
標

に
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
・
デ
ジ
タ

ル
無
線
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
し
た
が
、
整
備
完
了
に
と

も
な
い
3
月
9
日（
月
）か
ら
山
梨

県
東
部
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
と
し

て
試
験
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
今
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の

消
防
本
部
で
受
け
付
け
て
い
た

1
1
9
番
通
報
を
全
て
都
留
市
消

防
本
部
内
の
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

で
受
け
付
け
、
各
消
防
本
部
の
消

防
署
、
出
張
所
か
ら
消
防
車
や
救

急
車
を
出
動
さ
せ
る
も
の
で
す
。

市
で
は
、
平
成
25
年
10
月
か
ら

建
設
を
進
め
て
い
た
新
消
防
庁

舎
の
完
成
に
と
も
な
い
、
3
月

9
日（
月
）か
ら
庁
舎
の
機
能
を

移
転
し
ま
す
。

JA クレイン葬祭場
メモリアルプラザ光

桂川漁業協同組合

釣り堀

鶴川

上野原高校入口
交差点

国道 20 号

市消防本部・署
新庁舎

至 東京

至 上野原高校

至 
上野原駅

屋上には、一般社団法人新エネルギー
導入促進協議会の補助金を活用した、太
陽光発電設備（10kW）を設置しました。

※所在地　上野原市松留 514 番地 8

消防職員が訓練を行う訓練棟。市民の
みなさんの安全、安心を守るためにも
重要な施設です。

消防職員の訓練の場や地域住民の憩い
の場所として利用することができるヘ
リコプター場外離着陸場

■ 市消防本部・署新庁舎地図

新
上
野
原
市
消
防
庁
舎
と

1
1
9
番
通
報
の
受
付
場
所
変
更

▲

「
景
観
審
議
会
」
ま
た
は

　
　「
都
市
計
画
審
議
会
」

「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」

▲
景
観
計
画
策
定
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
計
画
案
策
定
）

▲

■ 問い合わせ　消防総務課庁舎建設担当
（☎ 62 − 4111）
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高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

平
成
27
年
度

《
家
族
介
護
慰
労
金
支
給
事
業
》

要
介
護
4
ま
た
は
5
の
要
介
護
者
と
同

居
し
、
常
時
在
宅
に
お
い
て
介
護
し
て
い

る
方
に
対
し
て
、
家
族
介
護
者
の
負
担
軽

減
を
図
る
目
的
で
、
家
族
介
護
慰
労
金
月

額
5
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

《
病
院
等
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
》

　
市
内
に
住
所
が
あ
り
要
介
護
認
定
（
要

介
護
1
～
5
）
を
受
け
て
い
る
方
に
対
し

て
、
市
内
医
療
機
関
受
診
な
ど
の
際
の
交

通
不
便
を
解
消
す
る
目
的
で
、
月
に
往
復

2
回
（
ま
た
は
片
道
4
回
）
ま
で
、
病
院

な
ど
へ
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

移
送
範
囲
は
市
内
の
み
と
し
、
利
用
範

囲
は
、
病
院
の
通
院
・
入
退
院
、
福
祉
施

設
へ
の
入
退
所
で
の
利
用
と
し
ま
す
。

■
利
用
日
お
よ
び
時
間　

月
～
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）　
午
前
8
時
30
分
～
午

後
4
時
30
分

■
利
用
料　
無
料

《
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
》

　
食
生
活
の
改
善
と
健
康
増
進
を
図
り
、

利
用
者
の
安
否
確
認
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

在
宅
の
自
立
支
援
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

利
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
2
つ
の
要
件

を
満
た
す
方
が
対
象
で
す
。

①
住
民
税
非
課
税
世
帯

②
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
、
ま
た
は

高
齢
者
世
帯
で
い
ず
れ
か
が
虚
弱
な
場
合

■
利
用
日
お
よ
び
回
数　
週
6
回
以
内
で

月
～
土
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
の
昼
食

と
な
り
ま
す
。

■
利
用
料　
1
食
3
0
0
円

《
新
湯
治
場
秋
山
温
泉

　
　
　
利
用
料
金
無
料
化
事
業
》

高
齢
者
の
福
祉
と
健
康
増
進
を
目
的

に
、
秋
山
温
泉
（
入
浴
施
設
の
み
）
の
利

用
を
年
間
5
回
ま
で
無
料
と
し
ま
す
。

■
対
象
者　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
75
歳

以
上
の
方
で
利
用
者
証
の
交
付
を
受
け

た
方
（
申
請
が
必
要
で
す
）。

■
利
用
回
数　
年
間
5
回

※
申
請
さ
れ
た
月
に
よ
り
利
用
回
数
が
異

な
り
ま
す
。

■
申
請
月
利
用
回
数

　
次
の
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
利
用
上
の
注
意

・
平
成
27
年
度
の
利
用
者
証
は
平
成
27
年

4
月
1
日
よ
り
利
用
で
き
ま
す（
平
成

26
年
度
に
交
付
さ
れ
た
利
用
者
証
は
本

年
3
月
31
日
が
有
効
期
限
で
す
の
で
、

更
新
の
申
請
が
必
要
で
す
）。

・
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
午
後
5
時
以
降

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
無
料
送
迎
バ
ス
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

・
年
度
途
中
で
申
請
さ
れ
る
方
は
、
75
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
る
1
か
月
前
か
ら
申

請
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
利
用
は
75
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
て
か
ら
と
な
り
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
事
業
も
申
請
は
、
3
月
2
日

（
月
）か
ら
長
寿
健
康
課
お
よ
び
秋
山
支

所
、
各
出
張
所
で
受
け
付
け
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
長
寿
健
康
課
高
齢
者
介

護
担
当
（
☎
62

−

4
1
3
3
）

■申請月利用回数

申請月 利用回数

平成 27 年 3 月〜 5 月 5 回

6 月〜 8 月 4 回

9 月〜 11 月 3 回

12 月〜平成 28 年 2 月 2 回

平成 28 年 3 月 1 回

市
営
住
宅
補
欠
入
居
者
の
募
集

■
募
集
期
間　
2
月
2
日（
月
）〜
27
日（
金
）

■
受
付
時
間　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

※
応
募
用
紙
は
、
都
市
計
画
課
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

■
対
象
団
地

・
上
野
原
地
内
の
小
沢
東
団
地

・
秋
山
地
内
の
浅
間
第
2
団
地

※
小
沢
東
団
地
は
、
空
き
待
ち
で
す
。

■
応
募
資
格　
次
の
①
〜
⑤
の
、
す
べ
て
の

条
件
に
該
当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①	

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
こ
と

②	

市
内
に
住
所
、ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る

こ
と

③	

同
居
す
る
親
族
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
（
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同

様
の
事
情
に
あ
る
者
や
婚
姻
予
定
者
）
が

い
る
こ
と

④	

入
居
希
望
者
と
同
居
を
希
望
す
る
親
族

の
合
計
所
得
に
つ
い
て
、
公
営
住
宅
法

で
定
め
る
額
を
控
除
し
て
12
か
月
で
割

っ
た
金
額
が
、
15
万
8
千
円
（
高
齢
者

等
に
つ
い
て
は
21
万
4
千
円
）以
下
で
あ

る
こ
と

⑤	

入
居
希
望
者
、
ま
た
は
同
居
を
希
望
す

る
親
族
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、
単

身
で
入
居
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
60
才
以
上
の
方

・
障
害
者
基
本
法
に
基
づ
く
認
定
を
受
け

て
い
る
方

・
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
に
基
づ
く
認
定

を
受
け
て
い
る
方

・
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
認
定
を
受
け
て
い

る
方

・
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
被
保
護
者

・
海
外
か
ら
の
引
揚
者
で
引
き
揚
げ
た
日

か
ら
5
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方

・
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
等
に
対
す

る
補
償
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
認
定
を
受
け
て
い
る
方

・
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
お
よ
び
被

害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
で
規
定

す
る
要
件
に
該
当
す
る
被
害
者
の
方

※
こ
の
募
集
に
よ
る
住
宅
を
斡
旋
す
る
期

間
は
、
1
年
間（
4
月
1
日
〜
平
成
28

年
3
月
31
日
）で
す
。

■
選
定
方
法　
上
野
原
市
営
住
宅
入
居
者

選
考
委
員
会
の
選
考
結
果
に
基
づ
き
、

住
宅
に
困
窮
す
る
度
合
い
の
高
い
方
か

ら
順
番
に
入
居
を
斡
旋
し
ま
す
。

■
家
賃　
世
帯
の
所
得
状
況
に
応
じ
て
斡

旋
す
る
団
地
ご
と
に
決
定
し
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
都
市
計
画
課

計
画
担
当（
☎
62

−

3
1
9
1
）

小沢東団地

平
成
27
年
度

市
で
は
、
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
お

よ
び
在
宅
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
平

成
27
年
度
も
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

予
定
で
す
。

市
で
は
、
平
成
27
年
度
の
市
営
住
宅

補
欠
入
居
者
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
入
居
者
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

雪害の教訓  〜大雪に備えましょう〜
《
防
災
対
策
》

昨
年
の
2
月
14
日
〜
15
日
午

前
に
か
け
て
降
っ
た
記
録
的
な

大
雪
は
、
市
内
に
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内

各
地
で
停
電
や
断
水
、
道
路
の

寸
断
な
ど
が
お
こ
り
、
約
1
週

間
も
孤
立
し
た
集
落
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
地
震
な
ど
の

災
害
だ
け
で
は
な
く
、
大
雪
の

場
合
も
食
料
や
燃
料
な
ど
を
供

給
す
る
物
流
の
ほ
か
、電
気
や
水

な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
途
絶

え
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
の
雪
害
の
教
訓
を
生
か

す
た
め
に
も
、
日
ご
ろ
か
ら
非

常
食
や
灯
油
な
ど
の
備
蓄
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　
総
務
課
行
政

防
災
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
7
）



平成 27年度　春の集団検診のお知らせ
■ 検診内容・自己負担金

検診項目 検診内容
対象

※平成 28 年 4 月 1 日
までに達する学年齢

自己負担金
社保 国保 後期高齢者

特定（基本）健診

《基本検査》
問診、医師診察、血圧測定、
身体計測（身長・体重・腹囲）、
尿検査（糖・蛋白・潜血）、血
液検査（脂質・糖・肝機能等）

《追加検査》
貧血検査、心電図、眼底検査など

20 歳〜 39 歳 1,000 円

40 歳〜 74 歳 受診券の額 1,000 円 無料

75 歳以上 無料
肝 が ん 検 診 腹部エコー検査 20 歳以上 800 円 無料 無料
胃 が ん 検 診 胃部 X 線検査 20 歳以上 1,100 円 無料 無料

肺 が ん 検 診

胸部 X 線検査 20 歳以上 300 円 無料 無料

喀痰細胞診検査
50 歳以上で喫煙指数
600 以上（過去喫煙
も含む）で痰がでる方

800 円 無料 無料

CT 検査（4/10、11 のみ） 40 〜 74 歳の方
（定員：先着 80 名） 2,000 円

大 腸 が ん 検 診 便潜血検査 20 歳以上 500 円 無料 無料
前立腺がん検診 血液検査 50 歳以上の男性 400 円 無料 無料

乳 が ん 検 診
マンモグラフィ検査 40、41、42、44、46、48歳

および50歳以上の女性 700 円 無料 無料
乳腺エコー検査 20 歳〜 39 歳、43、

45、47、49歳女性
骨粗しょう症検診
（4/13のみ） 前腕とう骨 X 線検査 40 〜 70 歳の女性 500 円 無料 無料

もの忘れ検診
（4/11、12 のみ）

タッチパネルで質問に
答える検査

65 歳以上
（定員：先着 50 名） 無料 無料 無料

注１）　生活保護受給者は無料で受けられます。
注２）　喫煙指数の計算方法　１日に吸うタバコの本数×喫煙年数（過去の喫煙も含む）

■ 検診内容・自己負担金
会場 実施日 申込期限

保 健 セ ン タ ー 4月10日（金）、4月11日（土）、4月12日（日）、4月13日（月）託児あり 3月4日（水）
秋 山 小 学 校 5 月 17 日（日）

4 月３日（金）
上野原西小学校 5 月 23 日（土）

※ 婦人科検診（乳がん・子宮がん、大腸がん検診）は、5 月・６月・7 月・8 月・9 月・10 月を予定しています。
　 秋の集団検診は、9 月・10 月を予定しています。日程は、4 月号の広報『保健事業のご案内』でご確認ください。
※『がん検診推進事業』に該当する年齢の方は、大腸がん、乳がん、子宮がん検診を無料で受診することができます。
　 詳しくは、4 月以降の広報誌などでお知らせします。
※ 平成 27 年度に 21 歳になる方は、全検診（基本健診・がん検診）を無料で受けられます。また、41 歳になる方は、
　 がん検診を無料で受診することができます。

■ 申込方法
　 裏面にある『集団検診申込書』に必要事項を記入のうえ、保健センター、長寿健康課（6 番窓口）、秋山支所、　
　 各出張所に提出するか、郵送または FAX で申し込みください。
※ 電話での申し込みは、保健担当のみ受け付けます。
※ FAX 送信後は、必ず電話でご確認ください。

■ 申込み・問い合わせ
　上野原市役所 長寿健康課 保健担当　（☎ 62-4134）（FAX20-5525）（〒 409-0192 上野原市上野原 3832）
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
割
引

制
度
が
あ
り
ま
す
。
お
得
な
制
度
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の

割
引
制
度
の
ご
案
内

国
民
年
金
保
険
料
の
割
引
制
度

■ 

割
引
種
類

　6
か
月
前
納
、
1
年
前

納
、
2
年
前
納

※
2
年
前
納
は
、
4
月
1
日
か
ら
開
始
す

る
割
引
制
度
で
す
。

※
割
引
額
な
ど
は
、
下
表
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

※
納
付
書
で
前
納
す
る
場
合
は
、
前
納
用

の
納
付
書
で
、
納
付
期
限
ま
で
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。

※
全
国
の
金
融
機
関
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■ 

納
付
書
送
付
時
期
　納
付
書
（
国
民
年

金
保
険
料
納
付
案
内
書
）
は
、
4
月
上

旬
頃
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
ご
本
人
宛

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
平
成
26
年
度
に
申
請
免
除
を
受
け
ら
れ

て
い
た
方
で
全
額
免
除
の
方
は
、

　平

成
27
年
6
月
ま
で
全
額
免
除
が
承
認
さ

れ
て
い
る
の
で
、
4
月
に
納
付
書
は
送

付
さ
れ
ま
せ
ん
。
7
月
以
降
に
7
月
分

〜
翌
3
月
分
の
納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
。

※
平
成
26
年
度
に
申
請
免
除
を
受
け
ら
れ

て
い
た
方
で
、
一
部
免
除
の
方
は
、

　

4
月
に
4
月
分
〜
6
月
分
の
一
部
免
除

さ
れ
た
金
額
の
納
付
書
が
送
付
さ
れ
、

7
月
以
降
に
7
月
分
〜
翌
3
月
分
の
定

額
の
納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

便
利
で
お
得
な
口
座
振
替

国
民
年
金
保
険
料
は
、
口
座
振
替
に
す

れ
ば
、
指
定
さ
れ
た
口
座
か
ら
毎
月
自
動

的
に
保
険
料
が
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

一
度
手
続
き
す
る
だ
け
で
、
毎
月
金
融

機
関
な
ど
に
出
向
く
必
要
が
な
く
、
納
め

忘
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

《
口
座
振
替
の
早
割
制
度
》

保
険
料
を
納
付
期
限
よ
り
1
か
月
早

く
、
当
月
末
の
口
座
振
替
（
早
割
）
に
す

る
と
、
月
々
50
円
割
引
に
な
り
、
年
間
で

6
0
0
円
お
得
で
す
。

■ 

申
込
方
法

　金
融
機
関
な
ど
の
窓
口

に
用
意
し
て
あ
る
「
国
民
年
金
保
険
料

口
座
振
替
納
付
申
出
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
金
融
機
関
な
ど
の
届
出
印

を
押
印
の
う
え
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
出
書
は
市
役
所
市
民
課
国
保
年
金
担

当
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

※
4
月
か
ら
口
座
振
替
で
の
2
年
前
納
・

1
年
前
納
・
6
か
月
前
納
を
ご
希
望
の

場
合
は
、
2
月
末
ま
で
に
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　日
本
年
金
機
構
大
月
年

金
事
務
所
（
☎
22

−

3
8
1
1
）、

市
民
課
国
保
年
金
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
2
）

■ 納入額早見表（現金納付・口座振替比較）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（　）内は、割引額
平成 26 年度 1 か月分保険料 6 か月分保険料 1 年度分保険料

毎月納付（納付書納付）
翌月末振替の口座振替 15,250円（ー） 91,500円（ー） 183,000円（ー）

毎月振替・【早割】 15,200円（50 円） 91,200円（300 円） 182,400円（600 円）
6か月前納（現金納付） ー（ー） 90,760円（740 円） 181,520円（1,480 円）
6か月前納（口座振替） ー（ー） 90,460円（1,040 円） 180,920円（2,080 円）
1年前納（現金納付） ー（ー） ー（ー） 179,750円（3,250 円）
1年前納（口座振替） ー（ー） ー（ー） 179,160円（3,840 円）
2年前納（口座振替） ２年前納額355,280円（14,800 円）

※一部納付（一部免除）される方は「毎月納付（翌月末振替）」のみのご利用になります。
※平成 27年度の保険料額は、平成 27年 2月下旬に告示される予定です。
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野焼きの禁止　
野
焼
き
の
禁
止

「
近
所
で
野
焼
き
を
し
て
い
て
、

煙
や
臭
い
が
出
て
、
大
変
迷
惑
し
て

い
ま
す
」と
い
う
苦
情
が
市
に
寄
せ

ら
れ
ま
す
。

地
面
に
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却
、
ド

ラ
ム
缶
を
使
っ
て
の
焼
却
、
ブ
ロ
ッ

ク
積
焼
却
、
簡
易
焼
却
炉
に
よ
る
焼

却
行
為
は
、野
焼
き
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
行
為
は
、
原
則
的
に
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
次
の
よ
う
に
野
焼
き
の
例

外
と
し
て
規
定
さ
れ
た
行
為
で
あ
っ

て
も
、
安
易
に
焼
却
せ
ず
、
周
辺
の

生
活
環
境
の
保
全
に
配
慮
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
野
焼
き
を
行
う
の
を

止
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

　生
活
環
境
課
生
活

環
境
担
当
（
☎
62
︱
3
1
1
4
）

■ 野焼きの例外

①
焚き火、その他生活をするうえで通常行われ
る廃棄物の焼却であって軽微なもの
例）落ち葉焚き、焚き火、キャンプファイヤー

④
国、地方公共団体がその施設の管理を行うために必要
な廃棄物の焼却
例）国などが河川管理の際に伐採した草木等の焼却

②
農業、林業を営むうえでやむを得ないものと
して行われる廃棄物の処理
例）稲わら、伐採した枝の焼却など

⑤
震災、風水害その他の災害の予防、応急対策および復
旧のために必要な廃棄物の焼却
例）災害時における木屑の焼却など

③
風習、慣習上または宗教上の行事を行うため
に必要な廃棄物の焼却
例）どんどん焼きで出た不要物の焼却など

要注意：①〜⑤は例外ですが、住宅地に近い場所などで行うと、
煙や灰による苦情につながります。また、日常的に行っている場
合には軽微とは言えなくなります。十分注意しましょう。

知って
ますか

？

スマホアプリ（i 広報紙）で
広報うえのはら配信開始

広報誌をもっと身近に !!

市では、スマートフォンアプリ「i 広報紙」で、広報う
えのはらの配信を開始しました。簡単操作でいつでもど
こでも広報うえのはらを読むことができます。料金は無
料 !!  iPhone・iPad・Android 端末でご利用いただけま
す。ぜひご利用ください。

「i 広報紙」
検索

「i 広報紙」
アプリ

インストール

アプリ起動
性別、生年月
居住地、興味

入力

登録完了
利用開始

※詳しくは、市ホームページか「i 広報紙」のサイトからご確認ください。

１ ２ ３ ４

利用方法

毎
月
1
日
に

広
報
う
え
の
は
ら
が

配
信
さ
れ
ま
す
。

【注意事項】▲

このアプリは、株式会社ホープ
（福岡市）が運営しています。▲

アプリ中に掲載される広告は、
上野原市とは関係ありません。▲

アプリのダウンロードは無料で
すが、パケット通信料は利用者
の負担となります。

●問い合わせ　市企画課政策推進
担当（☎62-3118）

住所
上野原市

電話番号

集団検診申込書　　　　　《同世帯の方2名まで記入できます》

☆住所が異なる方で、一緒に申し込みをする場合は、ホチキスなどで留めて提出してください。

氏名

ふりがな

性別
男
・
女

生年
月日

　T　S　H
　 　 年 　 月 　 日

（　　　　）歳
健康保険

の別
国　保　　後期高齢者

社保（本人）　社保（家族）

集団検診（午前実施）

検診項目
（希望する項目を○で囲んでください）

検診希望日
（1 日のみ○で囲んでください） 会場 申込期限

特定（基本）・肝がん・胃がん・
大腸がん・乳がん・前立腺がん・
肺がん（X 線）・
肺がん（CT） 　※①・
骨粗しょう症 ※②
もの忘れ ※③
★肺がん検診を希望の方は、X 線または

　 CT のどちらかに○をつけてください。

4/10（金）、4/11（土）
4/12（日）、☆ 4/13（月） 保健センター 3/4（水）

5/17（日） 秋山小学校
4/3（金）

５/23（土） 上野原西小学校

☆託児　4/13（月）　（　　　　　歳・　　　　　歳）
《注意》
※① 肺CT検査は、4月10、11日のみ実施します。肺CT検査を受診される方は、肺X線検査との重複受診ができません。
※② 骨粗しょう症健診は、4 月 13 日のみ実施します。
※③ もの忘れ検査は、4 月 11、12 日のみ実施します。

氏名

ふりがな

性別
男
・
女

生年
月日

　T　S　H
　 　 年 　 月 　 日

（　　　　）歳
健康保険

の別
国　保　　後期高齢者

社保（本人）　社保（家族）

集団検診（午前実施）

検診項目
（希望する項目を○で囲んでください）

検診希望日
（1 日のみ○で囲んでください） 会場 申込期限

特定（基本）・肝がん・胃がん・
大腸がん・乳がん・前立腺がん・
肺がん（X 線）・
肺がん（CT） 　※①・
骨粗しょう症 ※②
もの忘れ ※③
★肺がん検診を希望の方は、X 線または

　 CT のどちらかに○をつけてください。

4/10（金）、4/11（土）
4/12（日）、☆ 4/13（月） 保健センター 3/4（水）

5/17（日） 秋山小学校
4/3（金）

５/23（土） 上野原西小学校

☆託児　4/13（月）　（　　　　　歳・　　　　　歳）
《注意》
※① 肺CT検査は、4月10、11日のみ実施します。肺CT検査を受診される方は、肺X線検査との重複受診ができません。
※② 骨粗しょう症健診は、4 月 13 日のみ実施します。
※③ もの忘れ検査は、4 月 11、12 日のみ実施します。
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らちこ

しもし
も

Ｈｏｔ　ｌｉｎｅ〜市長と市民のホットライン〜

市長室！！市長室！！
上野原市長　江口英雄

あ る 日 の 市 長 江口市長のある日の一日を紹介します。

ふ れ 愛 卜 ー ク

■ 日時　２月 26 日（木）午前 9 時〜 11 時
※毎月 1 回、2 時間を目安に開催しています。
■ 方法　1 人または 1 組（5 人程度）を対象として、対話

時間はおおむね 20 分間です。

■ 場所　市長室
■ 申込み・問い合わせ　
　企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

市民のみなさんと市長との

要望書を江口市長に手渡す棡原地区区長会のみ
なさん

要望書の提出

棡原地区区長会
要望書を提出　１２/22（月）

この日、市役所庁議室で、棡原地区区長会より地域再生の
ための要望書の提出がありました。この要望は、主に棡原小
学校の統廃合後における校舎などの諸施設の活用に関する要
望で、当日は、棡原地区区長会会長の吉村武司さんが江口市
長に要望書を手渡しました。

市 長 の ひ と 言

市 長 へ の 手 紙

市
立
病
院
の

患
者
対
応
に
つ
い
て

《
お
礼
》　

　
　
私
は
、
県
内
に
あ
る
日
本
赤
十

字
病
院
か
ら
市
立
病
院
に
転
院
し

ま
し
た
。
現
在
は
、
市
立
病
院
の

外
来
で
人
工
透
析
を
受
け
て
、
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
私
は
、
他
の
大
病
院
と
比
較
し

て
も
劣
る
と
こ
ろ
が
な
い
ほ
ど
、

市
立
病
院
の
人
工
透
析
室
で
働
く

ス
タ
ッ
フ
の
方
の
人
間
的
で
親
身

あ
ふ
れ
る
対
応
に
関
し
て
、
誠
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

市に寄せられた市長への手紙を紹介します。

ちょっと

No.59

協定書を持つ上野原警察署の秋山悟所長（写真
右）と江口市長

防災協定を締結

「災害時等における代替施設の一時
利用に関する協定」調印式１２/22（月）

この日、市役所庁議室で、「災害時等における代替施設の一
時利用に関する協定」の調印式が行われました。この協定は、
大規模災害時、上野原警察署の建物が使用不能となった場合
に、市役所の施設の一部を利用できるようにするものです。
当日は、上野原警察署の秋山悟所長と江口市長とで協定書に
調印を行いました。

表彰を江口市長に報告する長寿会会長の諸角弘
さん（写真中央）

塚場長寿会

全国老人クラブ連合会
優良老人クラブ表彰の報告１２/22（月）

この日、市役所庁議室で、塚場長寿会会長の諸角弘さんか
ら江口市長に全国老人クラブ連合会優良老人クラブ表彰の受
賞報告がありました。

この表彰は、日ごろから他の模範となる優秀な活動を行っ
ていたことを表彰するもので、塚場長寿会が全国老人クラブ
連合会から表彰されたものです。

市長への手紙は、市民のみなさんから、さまざまな
意見を手紙でお伺いするものです。

■ 応募方法　応募用紙に必要事項を記入のうえ、
　　　　　　 設置場所にある応募ボックスに投函
                   してください。
■ 設置場所　市役所正面玄関、教育委員会カウン
　　　　　　 ター
■ 応募用紙　設置場所に用意してあります。
■ 問い合わせ　企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

「
上
野
原
市
誕
生

　
　
　
10
年
目
を
迎
え
て
・
・
・
」

は
じ
め
に
、
平
成
17
年
2
月
13

日
の
上
野
原
町
と
秋
山
村
と
の
合

併
に
際
し
て
、
当
時
の
上
野
原
町

長
な
ら
び
に
秋
山
村
長
の
な
み
な

み
な
ら
ぬ
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
合
併
後
、
秋
山
地
域
住

民
の
意
見
が
市
町
村
の
施
策
に
反

映
す
る
よ
う
に
、「
秋
山
地
区
地

域
審
議
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

以
来
、
多
く
の
関
係
者
が
こ
の

審
議
会
で
、
秋
山
地
区
を
は
じ
め

と
す
る
市
の
将
来
を
真
剣
に
話
し

合
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
地
域
全

体
の
一
体
感
が
生
ま
れ
、
住
民
同

士
の
融
和
も
図
ら
れ
て
き
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
合
併
後
は
、
長
年
の
夢

で
あ
っ
た
「
田
野
入
ト
ン
ネ
ル
」

や
「
新
天
神
ト
ン
ネ
ル
」
が
開
通

し
、
現
在
、
こ
れ
に
続
く
橋
架
工

事
が
進
行
中
で
す
。
こ
の
橋
が
完

成
す
れ
ば
、
大
型
バ
ス
の
通
行
も

可
能
に
な
り
、
風
光
明
媚
な「
上

野
原
の
桃
源
郷
」と
い
わ
れ
る
秋

山
地
区
に
も
、
大
勢
の
観
光
客
が

訪
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
秋
山
地
区
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

秋
山
地
区
に
は
、
秋
山
温
泉
、

富
岡
の
棚
田
、
金か
ね
や
ま
き
ん
ざ
ん

山
金
山
、
秋
山

キ
ャ
ン
プ
場
、
秋
山
マ
ス
釣
場
、

桜
井
フ
ァ
ー
ム
な
ど
、
多
く
の
資

源
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
な
ん
と

い
っ
て
も
素
晴
ら
し
い
山
間
の
風

景
と
清
流
が
こ
の
地
域
の
魅
力
で

す
。こ

れ
か
ら
市
制
施
行
10
周
年
記

念
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す

が
、
こ
の
こ
と
よ
り
も
大
切
な
こ

と
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
行
政

と
が
協
働
し
て
、
夢
の
あ
る
上
野

原
市
を
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。



う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

The Face O
f

U
enohara

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

T
he Face O

f
U

enohara

23      広報うえのはら　平成 27 年 2 月号　　　　　 広報うえのはら　No.120    22

■ 大腸がん検診で大腸がんが発見された方の数【市内】

左
の
表
の
と
お
り
、
市
内

で
も
大
腸
が
ん
検
診
で
大

腸
が
ん
が
発
見
さ
れ
る
方

の
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

早
期
発
見
の
た
め
に
も
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

結
婚
、
育
児
、
介
護
な
ど
に
よ
り
職

場
を
離
れ
た
看
護
師
な
ど
の
免
許
を

お
も
ち
の
み
な
さ
ん
、
こ
れ
ま
で
の

看
護
の
経
験
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん

か
！

保健だより

●問い合わせ　長寿健康課保健担当（☎62-4134）

伝言板

保健師からのメッセージ　№29

うえのはら健康家族
Healthy Life

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気になる」、
「子どもがすぐかんしゃくをおこして大変」などの悩
み事に対し、心理相談員、保健師が相談を受けます。
◎日 時	 2 月 16日（月）予約制となります。
◎対 象 者	 市内在住の就学前の子と保護者
◎申 込 み	 保健担当へ電話で申し込みください。

★乳がん施設検診
◎対 象 者	 市内に住民登録があり、検診当日に

40歳以上の女性
◎検 診 料	 自己負担金　1,200 円
◎内 容	 マンモグラフィ 2方向検査
◎日 時	 毎週月・水・金曜日　午後2時〜4時

30分（祝日除く）
◎医療機関	 上野原市立病院
◎申 込 み	 保健担当へ電話で申し込みください。

★がん検診推進事業
がん検診推進事業は、市が特定の年齢に達した方に対
して子宮頸がん、または乳がんに対する、「がん検診
無料クーポン券」を配布し受診促進を図る事業です。
《がん検診無料クーポン券》
◎有効期限	 3 月 31日（火）
※対象となる方で、まだ受診されていない方は、有
効期限内に委託医療機関で受診することができま
す。また、費用は、無料です。

★高齢者肺炎球菌予防接種
今年度の高齢者肺炎球菌予防接種の対象者で接種を
希望する方は、3月31日（火）までに接種してくだ
さい。
※ 4 月 1 日以降に接種した場合は、全額自己負担に
　なりますので、注意してください。

★乳幼児健診
実施日 該当児

4か月児
2月4日（水） H26 年 9 月 1 日〜 30 日生

3月5日（木） H26 年 10 月 1 日〜 31 日生

9 か月児
2月4日（水） H26 年 4 月 1 日〜 30 日生

3月5日（木） H26 年 5 月 1 日〜 31 日生

1歳
6か月児 3月6日（金） H25 年 7 月 16 日

　　　　　  〜 8 月 31 日生

3 歳 児 3月3日（火） H24 年 1 月 1 日
　　　　〜 2 月 29 日生

※詳細については、該当児にお知らせを郵送します。

★骨粗しょう症検診
◎対 象 者	 市内に住民登録があり、平成 27年 4

月 1 日までに 40 歳以上になる女性
◎検 診 料	 700 円
◎内 容	 医師の診察（問診）・骨塩定量検査
◎検 診 日	 2月17日（火）、3月17日（火）
※毎月第3火曜日（午後）の実施となります。
◎医療機関	 上野原市立病院
◎申 込 み	 直接、上野原市立病院（☎ 62-5121）

へ申し込みください。
※受付時間は、午後 1時〜 5時（土・日・祝日除く）
※市の集団検診との重複受診はできません。

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日 時	 毎週火曜日・木曜日（祝日除く）
	 午前 9時〜 11時
◎持 ち 物	 印鑑
◎場 所	 保健センター（勤労青少年ホーム）
※日時などで都合のつかない方は、保健担当へお問
い合わせください。

○大腸がん検診
市立病院では、大腸がん検診の個別検診が可能

になりました。まだ、受診されていない方は、ぜ
ひご利用ください。

【 対 象 者 】　市内に住民登録がある 20 歳以上の方
【検査内容】　便潜血検査（2 回法）
【 検 診 料 】　自己負担金　500 円
※平成 27 年 4 月 1 日現在、21 歳・41 歳・46 歳・

51 歳・56 歳・61 歳になる方は、無料です。
【申込期間】　2 月 2 日（月）〜 27 日（金）
【申込方法】　電話申し込み（土・日・祝日除く）
※電話の受付時間は、午後 1 時〜 5 時までです。
※市の集団検診および人間ドックとの重複受診は

できません。

定期的にがん検診など
を受けましょう。

今月のテーマ

『 大腸がん施設検診』

看護師などの再就業相談窓口を開設
県では、看護師の仕事に再就業を希望する方で、

離職してからの期間が空いていて再就業に不安を感
じている方を対象として、再就業の相談窓口を県富
士・東部保健福祉事務所に開設しています。

相談窓口では、県内の求人情報も提供しているた
め、自分にあった職場を選ぶこともできます。

また、最新の看護業務の習得や職場復帰をサポー
トするための実務研修に参加することもできます。

ぜひ、相談窓口を利用してください。

■ 問い合わせ　
　県富士・東部保健福祉事務所健康支援課
　（☎ 0555-24-9034）

大腸がんは、食生活の欧米化などが原因で、年々増加傾向にあ
ります。大腸がんは、がんの中でも治りやすいもののひとつで、
早期発見、早期治療なら完治も可能です。このためにも定期的
な大腸がん検診が必要です。

利用しよう

【便提出期間】  ① 2 月 23 日（月）〜 27 日（金）
 　　　　　　 ② 3 月 2 日（月）〜 6 日（金）
※便の提出時間は、午後2時〜4時30分までです。

【便提出場所】上野原市立病院 1 階検査科窓口
【実施医療機関】　上野原市立病院
【申込み・問い合わせ】　
上野原市立病院（☎ 62-5121）

4

5

7

9

6

8

23 年度 24年度 25年度

単位：人

4人
5人

９人
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1
時
30
分
〜
4
時
30
分

●
場
所　
市
役
所
会
議
室
Ｂ（
福

祉
課
横
）

●
相
談
内
容　

《
①
消
費
生
活
関
連
》

　
架
空
請
求
、訪
問
販
売
な
ど
の

消
費
ト
ラ
ブ
ル
、多
重
債
務
な
ど

《
②
市
民
生
活
関
連
》

　
土
地
住
宅
、
相
続
な
ど

※
相
談
は
、
1
人
30
分
で
、
相
談

内
容
①
、
②
と
も
に
各
3
人
の

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
限
ら

れ
た
時
間
で
す
の
で
、
相
談
事

項
を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書
類

な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
予
約
期
間　

2
月
26
日（
木
）

〜
3
月
11
日（
水
）
先
着
順

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ　
生
活
環

境
課
生
活
環
境
担
当（
☎
62

−

3
1
1
4
）

市
で
は
、
道
路
面
へ
の
積
雪
が

概
ね
10
セ
ン
チ
を
超
え
た
場
合
、

除
雪
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
市
道
の
路
線
数
が
多

く
、
通
行
量
の
多
い
幹
線
道
路
を

優
先
し
て
除
雪
を
行
っ
て
い
る
た

め
、
細
部
ま
で
除
雪
が
行
き
届
か

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

効
率
的
な
除
雪
作
業
を
行
う
た

め
に
も
、
自
宅
周
辺
の
道
路
の
除

雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
除
雪
に
あ
た
っ
て
次
の

マ
ナ
ー
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

《
除
雪
マ
ナ
ー
》

◎
宅
内
の
除
排
雪
は
車
道
や
歩
道

に
出
さ
ず
に
宅
内
で
処
理
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
車
道
除
雪
を
す
る
際
に
支
障
を

き
た
す
た
め
、
路
上
駐
車
は
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
除
排
雪
を
水
路
に
入
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
建
設
課
道
路
河

川
担
当
（
☎
62

−

3
1
2
3
）

●
職
務
内
容　
消
費
生
活
に
関
わ

る
相
談
の
受
付
・
処
理
な
ど

●
募
集
人
員　
1
人

●
応
募
資
格　
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
で
パ
ソ
コ
ン
の
基

礎
的
操
作
が
可
能
な
方

①
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
実

施
す
る
消
費
生
活
相
談
員
養
成

講
座
を
修
了
し
た
者

②
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
資

格
を
有
す
る
方

③
消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

資
格
を
有
す
る
方

※
こ
れ
ら
の
資
格
な
ど
が
な
く
て

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
5
）

●
対
象
者　
市
内
に
住
む
特
別
支

援
学
校
お
よ
び
市
内
学
校
の
特

別
支
援
学
級
に
通
う
児
童
、
生

徒
ま
た
は
障
が
い
を
も
つ
18
歳

以
下
の
人
と
そ
の
家
族
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

●
日
時　
3
月
30
日
（
月
）
午
前

8
時
20
分
集
合
、
午
前
8
時
30

分
出
発

※
解
散
は
午
後
5
時
30
分
予
定
で
す
。

●
集
合
場
所　
市
役
所
正
面
玄
関

前
●
行
き
先　
日
本
科
学
未
来
館
・

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー　

●
定
員　
参
加
者
30
名
、
ボ
ラ
ン

農
地
の
売
買
や
賃
借
な
ど
を
す

る
場
合
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
2
月
の
申
請
書
提
出
期
限

　
2
月
10
日（
火
）ま
で

※
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
☎
62

−

3
1
1
9
）

市
で
は
、
市
立
保
育
所
の
保
育

士
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

登
録
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
市

立
保
育
所
の
保
育
士
に
欠
員
が
生

じ
た
場
合
な
ど
、必
要
に
応
じ
て
、

保
育
所
の
保
育
士
（
臨
時
職
員
・

非
常
勤
職
員
）
と
し
て
採
用
し
ま

す
。

●
資
格　
保
育
士
資
格
お
よ
び
幼

稚
園
教
諭
免
許
登
録
者

●
申
込
方
法　
履
歴
書
、
保
育
士

証（
保
母
資
格
証
明
書
は
不
可
）

お
よ
び
幼
稚
園
教
諭
免
許
状
を

持
参
し
て
、
福
祉
課
子
育
て
支

援
担
当
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

●
受
付
開
始　
2
月
2
日（
月
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

も
消
費
生
活
相
談
員
の
経
験
の

あ
る
方
や
相
談
員
と
し
て
意
欲

の
あ
る
方
も
応
募
で
き
ま
す
。

●
選
考
方
法　

　
履
歴
書
等
に
よ
る
書
類
選
考
・

面
接

※
面
接
日
な
ど
の
詳
細
は
、
申
し

込
み
後
に
連
絡
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　
履
歴
書（
写
真
添

付
）、有
資
格
者
は
資
格
認
定
証

の
写
し
を
生
活
環
境
課
へ
持
参

ま
た
は
郵
送
で
応
募

●
応
募
期
限　
3
月
10
日（
火
）
消

印
有
効

●
勤
務
条
件　

①
勤
務
場
所　
生
活
環
境
課

②
勤
務
時
間　
毎
週
火
曜
日
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

（
1
時
間
休
憩
）

③
報
酬　
日
額
6
7
0
0
円（
通

勤
手
当
あ
り
）

●
勤
務
期
間　

4
月
1
日（
水
）

〜
平
成
28
年
3
月
31
日（
木
）

※
雇
用
期
間
満
了
後
、
継
続
し
て

勤
務
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
生
活

環
境
課
生
活
環
境
担
当
（
☎

62
−

3
1
1
4
）

●
日
時　
3
月
13
日（
金
）
午
後

テ
ィ
ア
10
名　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
参
加
費　

対
象
者
1
5
0
0

円
、
付
添
者
2
0
0
0
円　
　

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
無
料

●
募
集
期
間　

２
月
２
日（
月
）

～
26
日（
木
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
市
社

会
福
祉
協
議
会
事
務
局
（
☎

63
−

0
0
0
2
）

市
立
保
育
所
保
育
士

登
録
者
を
募
集
し
ま
す

市
道
の
除
雪
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

無
料
法
律
相
談
の

お
知
ら
せ

春
の
野
外
訓
練
参
加
者
を

募
集
し
ま
す

昨年 2 月の大雪時の除雪活動の様子

保育所事業の様子

市
消
費
生
活
相
談
員
を

募
集
し
ま
す

主な問い合わせ先

部署名 電話番号
市役所（代表）（62）3111
総 務 課（62）3117
企 画 課（62）3118
秋 山 支 所（56）2 111
税 務 課（62）3113
市 民 課（62）3112
生 活 環境課（62）3114
福 祉 課（62）3115
長 寿 健康課（62）4 133
経 済 課（62）3119
建 設 課（62）3123
都 市 計画課（62）3191
会 計 課（62）3116
議 会 事務局（62）3344
学 校 教育課（62）3408
社 会 教育課（62）3409
保健センター（62）4134
地域包括支援センター（62）3128
消 防 本 部（62）4 111

お掛け間違いのないように
お願いします。

《今月の俳句・短歌・川柳》

　　　募集中
       

「今月の俳句・短歌・川柳」を募
集します。申込みは、名前、連
絡先、作品、句の解説等をメー
ルまたは郵送でお送りください。
〒 409-0192 上野原市上野原
3832  企画課政策推進担当　宛
メールアドレス
kikaku@city.uenohara.lｇ. jp

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

【対象者】　 保健師、看護師、社会福祉士、
　　　　　　介護支援専門員のいずれかの
　　　　　　資格をお持ちの方、または、
　　　　　　介護職員初任者研修などの修
　　　　　　了者
※都道府県が実施する認定調査員研修を終
　了していない方は、4月に山梨県で実施
　予定の認定調査員新規研修を受講してい
　ただきます。
【募集人数】　若干名
【主な業務内容】　訪問調査（件数応相談）
【 賃 金 】　調査 1件あたりの市の基準に
　　　　　　よる。
【申込方法】　長寿健康課高齢者介護担当に　
　　　　　　電話でお申し込みください。
※申込み後は、履歴書、資格免許証、修了　
　証の写しを持参していただ
　き、面接を行います。
【問い合わせ】  長寿健康課高齢
者介護担当（☎ 62-4133）

介護保険認定調査員
（非常勤）を募集します

  募集

保健師・看護師などの
臨時職員（非常勤）募集

【対象者】　保健師、助産師、看護師のいず
　　　　　　れかの免許を持つ方
【募集人数】　若干名
【主な業務内容】　各種健康診断の補助、検診
　　　　　　　　結果の処理などの事務
【雇用期間】　4月1日（水）〜平成28年3月31日（木）
【申込方法】　履歴書および資格証を持参し、
　　　　　　直接、長寿健康課保健担当へ申
　　　　　　込みください。
※応募された方には、後日、面接試験などを行い
　ます。詳しくは、お問い合わせください。
【申込期限】　2月 16日（月）午後 5時
【申込み・問い合わせ】　長寿健康課保健担当
　　　　　　　　　　　（☎ 62-4134）

  募集
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談
期
間
中
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

※
こ
の
相
談
会
は
、
ろ
う
学
校
入

学
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ　
県
立
ろ
う
学
校

「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
」
手
塚
（
☎

0
5
5
3

−

22

−1
3
7
8
）

（
F
A
X
0
5
5
3

−

22

−

6
4
1
9
）

●
対
象
者
　
見
え
方
や
目
の
こ
と

で
悩
ん
で
い
る
方

●
日
時　
3
月
14
日
（
土
）、
15
日

②
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不

安
の
あ
る
お
子
さ
ま
へ
の
か
か

　
わ
り
方
に
つ
い
て

③
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に

　
不
安
の
あ
る
お
子
さ
ま
の
生
活

　
や
学
習
に
つ
い
て

④
聴
力
測
定

⑤
補
聴
器
相
談

●
費
用　
無
料

●
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
か

F
A
X
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
完
全
個
別
予
約
制
で
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

●
申
込
期
限　
3
月
12
日
（
木
）

午
後
3
時

※
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
常

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
相

●
出
願
受
付
開
始
日　
2
月
2
日

（
月
）か
ら
、
定
員
に
な
り
次
第

締
切

※
入
学
案
内
や
募
集
要
項
は
、
2

月
2
日（
月
）
か
ら
市
教
育
委

員
会
か
富
士
・
東
部
教
育
事
務

所
な
ど
で
配
布
し
ま
す
。

●
費
用　
1
万
6
千
円
（
入
学

後
に
基
本
学
習
費
と
し
て
納
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

●
修
業
年
限　
2
年（
50
講
座
）

※
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
と
は
、

高
齢
者
の
生
涯
学
習
の
場
で

す
。

●
日
時　

《
祭
り
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
》

　
4
月
3
日（
金
）
午
後
3
時
〜

7
時
、
4
日（
土
）
午
前
10
時

〜
午
後
5
時
30
分

《
会
場
整
理
・
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
》

4
月
4
日（
土
）
午
後
2
時
30

分
〜
8
時

《
甲
州
軍
団
出
陣
運
行
補
助
》

　
4
月
4
日（
土
）
午
後
2
時
〜

5
時

《
救
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
》

　
4
月
4
日（
土
）
午
後
2
時
30

分
〜
8
時

●
応
募
資
格　
原
則
18
歳
以
上
で

心
身
と
も
に
健
康
な
方

※
居
住
地
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
申
込
者
は
、
事
前
説
明
会
に
出

席
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
日
程

は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　
「
参
加
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
持

参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
E

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

※「
参
加
申
込
書
」に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
郵
送
》
〒
4
0
0

−

0
0
3
1

甲
府
市
丸
の
内
1

−

8

−

17

山
梨
県
庁
西
別
館
1
階

《
フ
ァ
ッ
ク
ス
》
0
5
5

−

2
2
1

−

3
0
4
0

《
E
メ
ー
ル
》m

-m
aruyam

a@
yam

akan-sk.jp

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
長
年
培
っ
た
技
能
や
経
験
を

生
か
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る

会
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
者　
原
則
60
歳
以
上
の
健

康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨

に
賛
同
で
き
る
方
、
会
費
を
納

入
で
き
る
方

●
申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

※
会
員
募
集
の
他
に
も
、草
取
り
、

植
木
剪
定
、
清
掃
な
ど
の
あ
ら

ゆ
る
仕
事
の
発
注
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
東
部

広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

上
野
原
事
務
所
（
☎
62

−

4
7
0
0
）

●
業
務
内
容
・
募
集
人
員　
会
場

整
理
・
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
80

名
、
甲
州
軍
団
出
陣
運
行
補
助

30
名
、
祭
り
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
10
名
、
救
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

10
名

※
申
込
方
法
や
受
講
内
容
な
ど
の

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
山
梨
こ
と
ぶ
き

勧
学
院
（
☎
45

−

7
3
3
5
）

●
日
時　
3
月
15
日（
日
）・
16
日

（
月
）
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●
場
所　
県
立
ろ
う
学
校
（
山
梨

市
大
野
1
0
0
9
番
地
）

●
対
象　
0
歳
児
〜
大
学
生

●
相
談
内
容　

①
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に

　
関
す
る
悩
み

第
44
回
信
玄
公
祭
り
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
」
募
集

「
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
」
の

学
生
募
集

春
の
E
y
e
愛
ひ
と
み

相
談
会
の
お
知
ら
せ

●問い合わせ　会計課会計担当
（☎ 62-3116）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

春
の「
き
こ
え
」と
「
こ
と
ば
」の

相
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ

イメージ

（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

※
1
件
に
つ
き
約
1
時
間
の
相
談

と
な
り
ま
す
。

●
場
所　
県
立
盲
学
校
（
甲
府
市

下
飯
田
2

−

10

−

2
）

●
申
込
方
法　
電
話
申
込
み

●
申
込
期
限　
3
月
12
日
（
木
）

※
受
付
時
間
は
、
平
日
午
前
9
時

〜
午
後
5
時

●
費
用　
無
料

※
こ
の
相
談
会
は
、
本
校
へ
の
入

学
相
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
県
立

盲
学
校
E
y
e
愛
ひ
と
み
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

0
5
5

−

2
2
6

−

3
3
6
1
）

▶募集内容（市役所使用封筒）
広告掲載の
対象 長型３号封筒

枠数 4 枠
規格枠 縦 40mm ×横 100mm
募集口数 4 口
枚数 20,000 枚
掲載料 / 口 20,000 円 /1 口
掲載場所 封筒裏面
色 黒単色

見本

市では、農林産物品評会で出品していただいた野菜などを
農林業まつりのチャリティーオークションで販売しまし
た。その売上金を東日本大震災の被害にあわれた方への義
援金として、日本赤十字社山梨県支部へ寄附しました。

【問い合わせ】  経済課農村地域づくり担当（☎ 62-3119）

農林産物品評会の売上金を寄附しました

【義援金額】 11,240 円　（平成 26 年 11 月 25 日入金）

●
応
募
期
限　

3
月
10
日（
火
）

※
当
日
は
、
日
当
（
食
事
券

6
0
0
円
分
）
と
ス
タ
ッ
フ

ジ
ャ
ン
パ
ー
を
支
給
し
ま
す
。

※
傷
害
保
険
は
、
信
玄
公
祭
り
実

行
委
員
会
の
負
担
に
よ
り
加
入

し
ま
す
。

※
会
場
ま
で
の
交
通
手
段
お
よ
び

宿
泊
な
ど
の
手
配
は
各
自
で
お

願
い
し
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
信
玄

公
祭
り
実
行
委
員
会
会
場
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
係
（
公
益
社
団
法
人

や
ま
な
し
観
光
推
進
機
構
内
）

（
☎
0
5
5

−

2
3
1

−
2
7
2
2
）

規格枠

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

▶募集期間　
　2月2日（月）〜27日（金）
▶応募方法　
　有料広告掲載申込書と掲載しよ
うとする広告の原稿（電子デー
タ）を添付し、会計課へ提出し
てください。

※申込書は、市ホームページでダ
ウンロードするか、会計課に用
意してあります。

※今回の募集は、上野原市有料広
告掲載要綱に基づき実施します。

※応募広告が、募集口数を超えた場合
は、抽選により掲載を決定します。

※詳しくは、お問い合わせください。

市役所使用封筒に広告を掲載しませんか

「ふれあいパーティー」
参加者募集

募集

〜 素敵な出会いをサポートします 〜

【 日     時 】3 月 8 日（日）午後 1 時〜４時 30 分
　　　　　 （受付　午後 0 時 30 分〜）

【 場     所 】京王プラザホテル八王子
　　  　     （JR 八王子駅前）

【 内     容 】パーティー方式（軽食）
【参加資格】 男性：30 歳〜 50 歳の独身者（再婚可）
　　　　      女性：28 歳〜 47 歳の独身者（再婚可）

【 参加費 】  男性 7,000 円、女性 4,000 円
【募集人員】男女各 15 名
※応募者多数の場合は、抽選となります。

【申込方法】はがき・封書・FAX のいずれか
の方法で、①住所、②氏名（ふりがな）、③
年齢、④職業、⑤連絡先、⑥初・再婚、⑦
趣味、⑧自己 PR、以上を必ず明記のうえ、
申し込みください。

【申込期間】2 月 9 日（月）〜 19 日（木）
※詳細は、後日申込者あてに連絡いたします。

【問い合わせ】市結婚相談所事務局（福祉課
福祉総務担当内）（☎ 62-3115）（FAX30-
2041）（〒 409-0192 上野原市上野原
3832）

  お知らせ

ふれあいパーティーの様子
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

有料広告

● 子育てプレイルーム す くすく育て、
うえのはらっ子  

有料広告

● 2 月の各種相談日

区　　分 日　　時 場　　所
市 民 課 日 曜 窓 口 22 日（日）

午前 9：00 〜正午
市民課カウンター 
☎ 62-3112

窓口業務

区　　分 日　　時 場　　所
結 婚 相 談 所 毎週日曜日

午前 10：00 〜午後 3：00
織物工業協同組合
☎ 63-3800

学校カウンセラー
教 育 相 談

毎週火・水・金曜日
（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 4：00

もみじホール相談室
☎ 63-5700
 0120-28-7830

消費生活相談 毎週火曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

生活環境課生活環境担当
☎ 62-3114

市 税 収 納・
納 税 相 談

22 日（日）
午前 9：00 〜正午

税務課カウンター 
☎ 62-3113

●『たまひよママのお茶会』
《 コモア 》　代表者　森本（☎ 66-4308）
【日　時】　2月 13日（金）午前 10時〜正午
【場　所】　コモア内一丁目集会所　
《 棡　原 》　代表者　互井（☎ 090-3212-2262）
【日　時】　2月 27日（金）午前 10時〜正午
【場　所】　棡原保育所
《 島　田 》　代表者　佐藤（☎ 63-1519）
【日　時】　2月 27日（金）午前 10時〜正午
【場　所】　島田コミュニティセンター

診療時間 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

内 科 
一 般 外 来

午前 
初診予約なし

午前
 予約のみ

清水

竹内・山崎
金子

山崎

岡本・村田
石井

川合

協会非常勤・
牛島・清水

村田

清水
濱

的野、谷崎
（隔週交代）
岡本・村田
進藤・三枝

内科医師

神 経 内 科 午前 瀧山
小 児 科 午前 宇野 杣津 宇野 宇野 宇野
小児心臓外来 午後 ※1（予約）

脳 神 経 外 科 午前 長坂 長坂 長坂
山梨大非常
勤医師交替

長坂

外科・肛門外科
午前 吉田（完全予約制） 遠藤 冨岡 協会非常勤 冨岡
午後 冨岡

胸 部 外 科 午後 平良（予約）
皮 膚 科 午前 / 午後 川村 岡本
整 形 外 科 午前 宮本・松田 中島 戸島 田 須田

眼 科 午前 中込 ※2米山
（時間短縮） 館野 ※3大野

（予約）
※4大野
（時間短縮）

耳 鼻 咽 喉 科 午前 / 午後 芦澤 森山

※ 5 泌 尿 器 科 午前 2/3・10・
17 2/7

※ 6 婦 人 科 午前 中島
西 原 診 療 所 午後 清水

秋 山 診 療 所
午前
午後

岡本
岡本

上條 古屋 上條

※この案内は、1月20日現在のものです。都合により変更となる場合があります。

《上野原市立病院 2月の外来診療のご案内》　　●問い合わせ　市立病院（☎ 62−5121）

★小児科の夜間・休日診療などは、山梨県の小児医療体制などに基づき、「富士・東部小児初期救急医療セン
ター」で行っていて、富士・東部医療圏の病院はすべて同様の対応となっています。当院の小児科医は、他
病院の小児科医とともに、センターでの診療にあたっています。ご理解とご協力をお願いします。（富士東
部小児初期救急医療センター☎ 0555-24-9977）

●受付時間は、午前 8 時から 11 時 30 分までです。午後の受診がある場合は、午後 2 時から 4 時までです。
●※印は、担当医師や受付時間が通常と違いますので、ご注意ください。
※ 1　小児心臓外来は、第 1 木曜日の診療で予約制です。
※ 2　眼科の米山医師の初診開始時間は午前 9 時 30 分からです。
※ 3　眼科の大野医師の外来は、原則、白内障手術紹介患者の完全予約制外来です。
※ 4　眼科の大野医師の診療受付は、午前 10 時までとなります。
※ 5　泌尿器科の診療は、不定期となります【診療日：小松医師 2 月 7 日（土）、村石医師 2 月 3 日（火）、10 日（火）・ 17 日（火）】。
          なお、初診の受付の火曜日は、午前 10 時までとなります。また、土曜日は、午前 11 時 30 分までとなります。　
※ 6　婦人科の初診の受付は、午前のみとなり、受付時間は午前 10 時 30 分までとなります。

区　　分 日　　時 場　　所
児 童 巡 回 相 談 12 日（木）（要予約☎ 62-3115）

午前 10：00 〜午後 3：00
もみじホール

3 階和室

児童家庭相談室 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-1199

母 子 家 庭 相 談 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-3115

ふれあい福祉相談 毎週木曜日
午前 10：00 〜午後 3：00

市勤労青少年ホーム
相談室☎ 63-3444

人 権 相 談 10 日（火）・27 日（金）
午前 10：00 〜正午

市役所 1 階会議室 B
（福祉課横）

行 政 相 談 16 日（月）
午前 10：00 〜正午 市役所 1 階会議室 A

障害者出張相談 19 日（木）（要予約☎ 62 ー 3115）
午後 1：30 〜 4：00

市役所 1 階会議室 B
（福祉課横）

●『子育て支援センター』
【対象者】　就学前の児童と保護者、妊婦、子育て支援　
　　　　   活動を行う方
【日　時】　平日　午前８時30分〜午後4時30分
【場　所】　巌保育所内
【利用料】　無料
※子育て支援センターとは、親子が自由に遊ぶことができ、
親同士の交流や情報の交換、相談などができる場所です。

【 問い合わせ】　子育て支援センター（☎62−6201）

子育てプレイルームをはじめ、

「たまひよママのお茶会」は、親

同士の交流や情報交換の場として

ご利用ください。

《サンテいちのみやの特徴》
・60歳以上の 3食付高齢者専用住宅
  です。（ご夫婦部屋有り）
・県の補助金による低料金の施設です。
  （ご本人の年収による）
※入居に関してのご相談は遠慮なく
   下記までお問い合わせください。
 〒 405-0052 山梨県笛吹市一宮町南野呂 422-1
　社会福祉法人　幸徳会　ケアハウス　サンテいちのみや
　（☎ 0553-47-3181）（FAX 0553–47-3148）

ケアハウスサンテいちのみや 入居者募集

消火器には、使用期限があります。
古い消火器を処分します。（有料）
詳しくは、お問い合わせください。

株式会社　富田
〒 409-0112 上野原市上野原 3261
☎ 0554-63-1331（代）　日曜・祝日定休日　国道 20 号 つるしん前

火災の多い時季です。備えてますか

表にも裏にも駐車場があります
お買い物は、お車でどうぞ !!

【日　時】　2月 4日（水）、18日（水）午前 9時〜正午、
　　  　　 　2月 12日（木）、25日（水）　午前 9時〜午後 3時
【場　所】　もみじホール2階会議室2
※初めて利用される方は、事前に申し込みください。
※詳しくは、お問い合わせください。
●申込み・問い合わせ　福祉課子育て支援担当（☎
62-3115）

1 級大工技能士　２級建築士　木造ハウジングコーディネーター

『地元、上野原で約50年、棟梁魂と匠の技に、
日本最大のビルダー集団・ジャーブネットの力
を結集してお客様の夢を形にします』

　　　　新築・リフォームのご相談
　　　　お気軽にお電話ください。

 山梨県上野原市上野原 4078-5
（☎ 0554-56-8537）（FAX0554–56-8057）担当：志村剛

市立病院

ウェルシア薬局
公正屋

上野原市役所

国道２０号

志村工務店

志村工務店
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甲
東
地
区

守
屋
米
子
（
和
美
）、
和
智
和
夫

（
升
子
）

巌
地
区

井
上
里
子
（
義
夫
）、
大
神
田
カ
ナ
子

（
有
一
）

島
田
地
区

飯
島
性
一
（
英
夫
）

上
野
原
地
区

田
中
久
子
（
英
明
）、
大
神
田
髙
義

（
仁
）、
佐
々
木
正
文
（
克
之
）、
坂
本

照
（
仁
）、
青
木
ユ
キ
コ
（
房
江
）、

依
田
滿
（
八
代
子
）

棡
原
地
区

佐
渡
久
代
（
幸
誠
）、
水
越

子

（
信
夫
）、
高
橋
信
子
（
但
）、
河
内

美
佐
子
（
奥
田
良
一
）

西
原
地
区

武
原
一
市
（
伊
勢
雄
）

秋
山
地
区

佐
藤
里
代
子
（
茂
）、
関
戸
信
夫

（
正
夫
）、
原
田
親
人
（
正
也
）

島
田
地
区

梶
原
愛あ

い
り里
（
康
行
）、
佐
藤
穂ほ

の
み実

（
慎
也
）

上
野
原
地
区

岩
崎
真ま

り
な
梨
奈
（
幸
次
）、
池
田
航わ

く望

（
大
輔
）、
水
越
一い

っ
せ
い誠
（
秀
行
）、

大
神
田
健た

け
る（
祐
一
郎
）、
舩
木
結ゆ

あ愛

（
悠
）

秋
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地
区

小
笠
原
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い
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ん
し
ん心

（
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）
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地
区
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い
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み

巌
地
区

市
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家
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奈

上
野
原
地
区

根
茂=

江
間
陽
子

東
山
明
生=

志
村
渚

一
般
書

◇
『
秘
恋 

−

日
野
富
子
異
聞

−

』

　

鳥
越
碧
／
著
　
講
談
社

◇
『
あ
な
た
は
、誰
か
の
大
切
な
人
』

　
原
田
マ
ハ
／
著
　
講
談
社

　児
童
書

◆
『
ね
こ
探
！
』

　

村
上
し
い
こ
／
作  

か
つ
ら

こ
／
絵
　
ポ
プ
ラ
社

◆
『
眠
れ
る
森
の
美
女
』

　

ペ
ロ
ー
／
原
作　

藤
本
ひ
と

み
／
文　
講
談
社

絵
本

○
『
ぷ
ん
ぷ
ん
お
ば
け
』

　

な
か
が
わ
ち
ひ
ろ
／
作
・
絵
　
理

　
論
社

《
開
館
時
間
》　

●
水
・
金
・
土
・
日
　
午
前
9
時

　
30
分
〜
午
後
5
時

●
火
・
木
　
午
前
9
時
30
分
〜
午

　
後
7
時

問い合わせ　
市立図書館（☎ 63-5241）
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《募集》わが家の主役に掲載する写真を募集しています。掲載を希望される方は、企画課までお問い合わせください。 企画課政策推進担当　 （☎ 62-3118）

折
紙
手
芸

昭
和
5
年
11
月
生
ま
れ
で
、
84

歳
に
な
る
佐
藤
直
江
さ
ん
。

20
年
前
に
友
人
に
勧
め
ら
れ
て

始
め
た
折
紙
手
芸
。
参
考
書
な
ど

を
手
本
に
独
学
で
続
け
、今
で
は
、

干
支
な
ど
の
複
雑
な
も
の
ま
で
作

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

5
年
く
ら
い
前
か
ら
は
、
市
内

の
幼
稚
園
や
保
育
所
に
、
折
紙
手

芸
の
作
品
を
届
け
続
け
て
い
る
。

佐
藤
さ
ん
は
、「
子
ど
も
の
喜
ぶ

顔
を
見
る
の
が
嬉
し
い
」ま
た
、「
お

礼
の
言
葉
が
書
か
れ
た
手
紙
や
色

紙
、
写
真
な
ど
を
み
る
と
自
分
自

身
が
励
ま
さ
れ
る
」
と
話
す
。

今
後
は
、「
こ
れ
ま
で
に
作
っ
た

こ
と
が
な
い
よ
う
な
作
品
に
も
挑

戦
し
な
が
ら
、
一
生
折
紙
手
芸
を

続
け
て
い
き
た
い
」と
自
作
の『
鶴
』

の
前
で
話
し
て
く
れ
た
。
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佐
さ と う

藤 直
な お え

江  
（上野原地区原在住）

♯30

さん

寸劇の様子

問い合わせ　
市男女共同参画推進委員会
（総務課行政防災担当内）
（☎ 63-3117）

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

「
上
野
原
ス
マ
イ
ル
プ
ラ
ン
」
が

策
定
さ
れ
て
か
ら
10
年
が
た
ち
ま

す
。
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
の
啓

発
活
動
を
進
め
る
こ
と
や
「
ス
マ

イ
ル
プ
ラ
ン
」
の
進
行
管
理
な
ど

を
目
的
に
市
男
女
共
同
参
画
推
進

委
員
会
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
推
進
委
員
会
で
は
、
女
・

男
と
い
う
枠
組
み
で
は
な
く
、
一

人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参

画
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
行

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
平
成
26
年

4
月
か
ら
市
の
職
員
3
人
に
推
進

委
員
と
し
て
参
加
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
推
進
委
員
会

に
参
加
し
て
い
る
職
員
の
み
な
さ

ん
に
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。

■ 企画課　石井春彦さん
「相手を思いやることが大切。家
では親と子が、学校や会社では、
友だちや先生、同僚や上司、部下
が、お互いを思いやることで社会
が良くなっていくと感じました」

■ 福祉課　山口美香さん
「男女共同参画は、家庭、職場、
地域で推進していく必要があり、
幼い頃から子どもに接する大人た
ちが男女を分けず個性を理解して
接していくことが大事だと感じま
した」

■ 社会教育課　中島大貴さん
「男女共同参画の講演会で、講師
の池田先生のお話を聴きました。
そこで感じたことは、子どもに対
して注意の仕方や接し方ひとつに
しても差別的な表現をしてはいけ
ないのだと感じました」

このコーナーは、市内で頑張っている人、輝いている人
を紹介するコーナーです。このような方が身近にいまし
たら企画課まで紹介してください。
企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

上野原地区　尾﨑  莉
れ お

王 くん  　（5 歳 5 か月）
	 　 　 咲

さ ら

桜 ちゃん　（3 歳 1 か月）

　　　賢次さん、美樹さんの長男・長女
“これからも二人仲良く遊んでね!!”

上野原地区　金丸  瑛
はな

 ちゃん　  （2 歳 9 か月）
	 　 　 泰

ひ ろ と

斗 くん　（0 歳 10 か月）

　　　浩明さん、梓さんの長男・長女
“明るく楽しい時間を過ごそうね。”

リンデン
だより

お
め
で
た

お
く
や
み

（
　
）は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、
死
亡

の
場
合
は
届
出
人
【
敬
称
略
　
順
不
同
】

＝
12
月
中
届
出
分
＝

図書館イベント情報
子ども映画会 おはなし会 リンデンドーム朗読館

タ イ ト ル 名 「泣いた赤鬼」ほか 「ゆきだるまのスノーぼうや」
ほか

「爪と爺」ほか
田辺聖子/作

開 催 日 2月 14日（土） 2月 21日（土） 2月 22日（日）

時 　 間 午前10時〜10時45分
午後2時〜2時45分 午後 2時 30分〜 午後 2時〜

そ の 他 協力：たんぽぽ会 協力：上野原朗読の会
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